
1933年に福岡県の甘木でスタジオを立ち上げ、

大刀洗(たちあらい)陸軍飛行場（終戦後に廃港）の

専属カメラマンとしてスタートした写真のトクダ。

戦後は復員する社員のために、

写真の仕事だけでなく（時には土木なども含めた）

さまざまな仕事に携わりながら写真館を続けました。

事業が拡大し学校との取引が増えたことに伴い、

昭和46年には利便性の高い筑紫野市に移転。

現在は地域115校の専属スタジオとして

アルバムや動画の撮影をしながら、

2017年からは学生証の発行にもチャレンジ。

これに伴い導入したキヤノンのカードプリンターを

活用し、ＩＤカードによる学校運営を支えています。

カードの初受注から学生証事業を担当する

取締役常務の德田氏に、

躍進の背景や導入後の展開について伺いました。

フチなし全面印刷が可能な再転写技術を採用。転写
フィルムに一度画像を転写させてからカードに印刷する
ことでデザイン性の高い画像を全面印刷可能です。
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フチなし全面印刷で
高品位なカードを実現
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●お求めは信用のある当社で

canon.jp/business

2021年07月現在

キヤノン ホームページ

canon.jp/business/case
キヤノン 導入事例一覧

製品に関する情報はこちらでご確認いただけます。

〒108-8011　東京都港区港南2-16-6

写真業

従業員数:22名

株式会社 写真のトクダ

ソリューションレポート

株式会社 写真のトクダ様導入事例

C a n o n  S t u d e n t  C a r d  S o l u t i o n

●Canon、Canonロゴはキヤノン株式会社の登録商標です。●本紙に記載されている会社名、商品名は、一般に各社の登録商標または商標です。●記載の内容は2021年7月現在のものです。
●弊社の都合により予告なく変更させていただく場合がありますのでご了承ください。　

密閉式のカードカセットと、トップカバー
の二重構造で、ホコリの侵入を防ぎます。

ホコリ等の侵入を防ぐ、二重構造カバー＆
クリーニングテープでカードをきれいに

製品の紹介動画はこちら

オプションのエンコーダーを使用すれば、非接触IC
カードや磁気ストライプ付カードにエンコードしながら
カードを印刷できます。

ICカードへの印刷&
エンコードが同時にできる

300dpiの解像度が主流の昇華型IDカードプリンター
の中で、IX-R7000は600dpiの高精細出力を実現。3
ポイントのゴシック体も潰れずに表現できます。

解像度600dpiだから、
極小文字も高精細

再転写方式のIDカードプリンターで高速印刷を実現するために「RTEC（Real 
Time Extension Control）制御※3」の技術特許を保有。だから、1枚あたり約25
秒／枚、約145枚／時間の高生産性を実現。多量のカード発行時も、再発行時も
効率的に業務を行えます。

1枚あたり約25秒※1、約145枚／時間※2の高速出力

社員証、学生証、資格証、修了証など、
FeliCaやMifareなどのICカードや磁気カードのエンコードや券面印字に対応。
解像度600dpiの再転写印刷方式ハイエンドモデル。

IX-R7000
IDカードプリンター

解像度600dpiで高品位画像、高生産性を実現。
ICカード対応ハイエンドモデル。

創業88年。地域の学校と歩む、
　　　　　　　古くて新しいカメラマン集団

※1 片面フルカラー（CMYK）印刷時。
※2 温度条件23℃湿度55％において
片面フルカラー印刷時。
※3 各色印字濃度に応じて、フィルム
の伸びを計算し、画像に補正をかける
制御のこと。

IX-R7000 A社

約145枚
約116枚

60分

約124枚

B社

※温度条件23℃湿度55%環境において片面フルカラー（YMCK）印刷時
　A,B社の数値は各メーカーのWEB公表値をもとにしています

また、ユーザー交換可能なクリーニング
テープでカード表面をきれいな状態に
保ちます。

写真周りはすべて守備範囲。
アルバム撮影から学生証の発行まで
マルチに学校を支え、
教師からの信用で
成長する街の写真館

写真周りはすべて守備範囲。
アルバム撮影から学生証の発行まで
マルチに学校を支え、
教師からの信用で
成長する街の写真館



取締役常務　フォトグラファー
德田 雄三 氏

学校の専属スタジオとして生徒の証明写真も撮影する写真のトクダ。
生徒手帳業者の減少と並行して、生徒手帳から学生証カードに切り替えようという学校が
増え、カード発行の業者を探す学校から相談を受けるようになったといいます。

「証明写真のデータ、もらえん？」の一言に
ビジネスチャンスを感じて引き受けたIDカード印刷

01

カメラマンが求めるフォトクオリティは
　　　　　　キヤノンだから再現できると実感

04

同社ではカメラマンが使用する機材はすべてキヤノン製。色合いやマッチングに安心感があり、画像の

色補正も少なくて済むだろうとの期待から、量産用のプリンターとしてPR-C201の導入を決めました。

バーコード印刷、図書カードとの連携…と
　　　　　その学校に応じた提案で信頼と実績を積み上げる

の 背 景導 入 03 導 入 後 成 果の

今 後 の 開展02 選 定 理 由

教員からの熱い信頼で事業を拡大しながら
　　　　　　　　行政や企業への展開もねらう

学校が困っているなら、本業に固執せず助けになりたい

「キヤノンのカードプリンターは色が良く、注文も増えています。
色補正を何もすることなく、撮ったデータそのままを使うことが
できるほどです。
我々はマニュアルホワイトバランスをしっかりと計測してから
撮っていますが、色のクオリティに厳しい我々でもすぐに
GOサインを出せ、補正せずに印刷できるのは助かります。
3月の繁忙期は撮影から納品まで余裕がなく、一つひとつ
補正が必要だったらと思うとぞっとします。画像処理の時間を
省くことができるのは本当にありがたいです」

補正なしで忠実に色を再現するから、画像処理に時間がかからない

繁忙期の同社は息もつけないほどの忙しさだと德田氏。
「3月の学年末試験が午前中に終わった後には、午後にカメラマン3人程が
学校にお邪魔して、約1時間で400人ほどの証明写真を撮ります。生徒に
学籍番号と名前を書いてもらって、その帯状の用紙を持って写真を撮ります。
その後、学校からは3月25日頃に学籍番号の名簿が支給されるので、
写真の学籍番号と照合し印刷原稿を仕上げていきます。一番問題なのは、
生徒の名前の旧漢字などの外字。先生方に確認しながら、一つひとつチェック
です。この作業を数日間で行ない、4月の頭には学生証カードの納品です。
確認作業メインの過密スケジュールの中で、機器トラブルがあったら怖い。
だから備えとして2台目のIX-R7000（PR-C201の後継機）を導入しました。
キヤノンのカードプリンターは印刷ミスがとにかく少ない。印刷漏れや汚れ
、版のズレなどが生じないので安心感があります」

入学・進級の時期には約8,000枚を発行。納期を守るために増設も

3月、4月の学校関連の繁忙期を過ぎるとプリンターの稼働も極端に減るため、德田氏は
閑散期をなくす試みを模索中だといいます。「例えば、IDカードに印刷したQRコードから
名刺データがスマホに入るような機能を持ったID名刺を作れたらと思い企業向けに
試作もしてみました。表示するデータは画像や
動画でもいいのですが、ビジネスマンのセルフPR
に利用できないかと。
また、公務員のIDカード印刷も受注できるよう、
県の軽印刷事業者として登録して、県ひいては
国の仕事を受注したいと考えています」
写真とカードの組み合わせによる事業展開は、
ますます勢いを増しそうです。

年間を通してカード事業を展開できるよう企業や行政にもアプローチ

復員してきた社員のために写真業にこだわらなかったという創業者の精神は、

お客様のために撮影以外の事業も引き受けようという現在の同社にも受け継がれています。

德田氏はIDカード印刷について相談された当時を振り返ります。

「取引している短大の先生が『IDカードを作りたいっちゃけど、トクダさんの所でどうにかならん？』と困っておられる。未経験でしたが

『できますよ』と二つ返事で答えていました。撮影したデータを渡して、学校側が他の業者に依頼する手間を考えたら、

発行するところまでうちがワンストップでできたら取引先の負荷が減るわけです。それで喜んでもらえたら最高じゃないですか。

うちとしても、撮影と印刷の二刀流になるチャンスだと感じました」

新規開拓はあえてしない。仕事は「縁」から自然と広がる

カメラマン一人ひとりが社訓である「縁」を重んじて行動する姿勢が、新しい「縁」を引き寄せるという

写真のトクダ。同社はIDカードプリンターをまずは1台導入。

その後、先生方の異動の度に引き合いは増えていったといいます。

「お客様を笑顔にするような写真を誠心誠意撮る。お客さまが困っていることがあれば、撮影以外のことにも

応じて困りごとを解決する。そうすると人事異動で別の学校行った先生方から、ありがたいことに

また声がかかるんです。だからうちには営業マンはいません。創業からずっと、これがうちの営業スタイルです」

順調に受注は増え、県立高校からの2000枚の大口発注を機に、量産用のプリンターを検討しはじめます。

01234 徳田花子

撮影時の学生情報と
データベースの学生情報を照合。

顔写真を自動トリミングでレイアウト。

撮影 学生の個人データ
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忙しいなかでも取引先のために改善や提案も怠りません。「図書貸出カードと
学生証カードを連携し、バーコード管理する学校が増えています。
バーコードに関してはキヤノンマーケティングジャパンの担当に最初は
教えてもらいながら実践し、今は取引先に様々な提案ができるように
なっています。バーコードで成績を管理される先進的な学校もありますし、
学生証カードへの切り替え時期に来ていると感じる学校もあります。
その学校に適した学生証の内容やレイアウトをご提案しています」

IDカードのトレンドや教育環境に応じた提案を意識

ID名刺の動画はこちらから


